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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★秋空の下、溢れる庶民の息吹が印象的だっ

た港区 No.1 地域行事｢池島ふれあいまつり｣

(1 頁)。個人主義が幅を利かす中で失われつ

つある〝心を合わせること〟の大切さを地域

の大人達が身を以て青少年に示し続けている

―活気の中にそんなことも見えてくる催しで

した。ただ主催が変わって運営面での不安も

あるようで、その辺も皆で考えましょう。 

★皆で考えるといえば、中高年のお2人が提

言コーナー｢叫んでいいとも！｣(6,7 頁)でい

い問題提起をしてくれています。近畿地方に

造られようとしている米軍基地への危惧、そ

して地域活性化への建設的な提言です。加え

て一般投稿欄｢みなとサロン｣(21 頁)にも真

摯な声がわんさか。流れに任せるだけでは世

の中も地域も良くなりません。あなたもぜひ

思いの丈をペン(メール)に託して！ 

★といっても港区民は言うだけやありません。

各地で重ねられる防災行事(9～17 頁)。全部

という訳にはいきませんが、ルポした地域で

は｢自助･共助の質を高めよう｣との老若男女

の真剣なまなざしが印象的でした。 

★高齢者の力に改めて目を見張っています。

港区版おしんの人生劇場(36頁)、満州からの

引揚体験(40頁)、そして入魂の作品展(42頁)。

その語りを、技を、存分に味わって下さい。 
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